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障害者の闘病記の読書を通じての看護学生の患者理解
太 田 に わ1)･古 米 照 恵2)
Apracticefornursingstudentstounderstandapatientthroughhisbookofstruggling
againstdisabilitiesduetocervicalinjury
NiwaOHTAl),andTerueFuRUMAI2)
Thirty-ninenursingstudentsintheirthirdyearwererequiredtoreadabookwrittenbyamale
patientstrugglingagainstdisabilitiesduetocervicalinjuryfornineyearsinthehospitalandtoreport
theirimpressionsduringtheirclinicalpractice.
Thecontentsoftheirreportswereclassifiedtofourcategories,thatisunderstanding,helpingcare,
nursingattitudeforthepatientsandproblemsforthestudentsthemselves.
Themostfrequentdescriptionsweremadeaboutunderstandingthepatients,especialyabouthis
afflictioncausedbypsychologicalfeelingofhishandicaps.Thesubsequentfrequentdescriptionswere
concerningthecareofthepatientssuchasimportancetoimprovehisresidualfunctionandnecessity
ofteamworkcareforthepurpose.Doscriptionsaboutnursingattitudewerefolowed.
Thismethodwashelpfulforunderstandingthesituationofapatientandforpracticingnursing
processestorespondtothepatient'sneeds.
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は じ め に
今日の学生たちは核家族化,塾通い,遊び仲間
の減少などといった人と人の関係が狭まった環境
で育っている｡そのような環境で育った学生が臨
床実習に出たとき,患者との人間関係を形成して
いく上で困惑することは少なくはない1)2)3)｡運動
機能に障害をもつ患者を受け持つ場合などにはそ
の傾向はより強いと思われる｡また,実習中の特
定の患者との関わりは限られた短い期間であり,
その間に機能障害に伴うさまざまの悩みや苦しみ
を理解することは困難である｡
そこで,整形外科病棟での臨床実習中に患者の
蹄病記を読ませることによって学生の関心や視野
にどのような影響を与え,患者理解の上でどのよ
うな効果があるのかを知 りたいと考え以下のよう
な分析を行った｡
1)岡山大学医療技術短期大学部看護学科
2)岡山大学医学部附属病院
対 象 と 方へ嶺
対象は,成人看護学実習の一つとして運動器機
能の障害をもつ患者の看護実習を行っている本学
の平成3年度3年次の学生39名である｡
方法は,まず3週間の整形外科病棟実習期間中,
全員に同じ闘病記を読むことを課したo読ませた
本は立風書房出版の星野富弘著 ｢愛深き淵より｣
である｡この著作は,新任直後宙返り演技に失敗
し撃椎骨折を起こした体育の教師によって書かれ
たもので,四肢麻痔の闘病生活からやっと口で絵
や詩を書き,そして個展を開くまでになる9年間
の記轟である.
この本の読後感想文を実習終了時B5版用紙1
枚に書かせ提出させた｡この感想文より実習課題
である ｢機能障害をもつ患者の理解｣,｢障害をも
つ患者の援助｣,｢看護の姿勢｣等の項目に該当す
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ると思われる言語表現を抽出しカー ドで分類した
のち分析を行った｡
結 果
読後感想文の提出は39名全局が行った｡
｢機能障害をもつ患者の理解｣について精神面､
身体面､社会面の視点で分類すると表1-4に示
したとおりであった｡中でも精神面についての記
述が多く,各分類で代表的なもの5件までをあげ
た｡｢障害をもつ患者援助の理解｣,｢看護の姿勢｣
についてはそれぞれ表5,6のとおりであった｡
また比較的によく述べられている ｢自己の課題｣
や ｢その他の気づき｣についても表7,8にあげ
た｡
記述件数についてみると,｢患者の理解｣は精神
面84件と身体面11件と社会面の13件を合わせると
108件,｢患者援助の理解｣は23件,そして ｢看護
の姿勢｣は19件であった｡また学生を個人的にみ
ると,35名 (89.7%)の学生は3-6件の記述だ
ったが,一番多いのは16件のものが1名いた｡こ
の学生は16件の記述うち13件が ｢患者の理解｣で
あった｡約半数の学生が患者の理解に関しての記
述が多い傾向にあったが,中には ｢看護の姿勢｣
について多く記述しているものが数名いたDこれ
は学生の個人的な関心の差異と思われるO
考 察
これまで闘病記を活用した教育の効果について
は山口ら4)がすでに報告しているが,今回,筆者ら
は臨床実習に並行して闘病記を読書をさせた場合
の効果について検討したいと考えた｡以下分類ご
とに考察を進める｡
1.機能障害をもつ患者の理解
1)精神面について
精神的な面での理解についてみると,患者の生
きる苦悩と思われる学生の表現は表1のとおり<
苦しみ,絶望,葛藤,孤独,苛立ち,不安,蓋恥,
敏感,>に分類できた｡
その中でも<苦しみ>に関することが一番多か
った｡その内容は ｢誰かの手を借りなければなら
ない苦しみ｣,｢-ンデイを負った苦しみ｣などの
機能障害からくるものや ｢気管切開でロがきけず,
思っていることが言えない苦しみ｣,｢舌を噛むの
が癖になった｣という入院生活での苦悩を捉えて
いる｡
次に<絶望>と思われる ｢仕事を断たなければ
ならない-･｣,｢生きているだけ-･｣｢寝たきりで過
ごすことは死の宣告｣などは突然の事故で変わっ
てしまった患者の人生の理解 と考える｡<葛藤>
についてみると ｢四肢麻痔になった直後の大きな
葛藤｣や ｢麻輝し動けなくなったら-｣のように
機能が麻痔した直後の心の葛藤や ｢自分を受容す
るまでのさまざまな葛藤｣のように長い経過の中
での葛藤に気づいている｡また ｢からだが動かな
いばかりでなく,声を出すこともできない｣や｢介
助してもらい生きる｣ことからのく苛立ち>の気
持ちを理解している｡
さらに ｢コミュニケーション手段がない孤独｣
｢死の不安が大きくどうしようもなく淋しく孤
独｣などの<孤独>感やチューブ類 ･モニターの
医療機械による<不安>を引き起こと捉えてい
る｡<蓋恥>については｢彼はその恥ずかしさを顔
でしかかばうことができない｣,｢手で顔をおおう
ことができない｣など障害がある患者が恥ずかし
い思いをかくすことができないつらさに気づいて
いる｡
この他,学生は患者の心5)について｢病気になっ
たり,障害をもったりするとすごく敏感になって
いるのではないか｣,｢ささいな一言が患者さんを
大きく動かす｣など<敏感>な心の状態になりや
すいことをあげている｡また長い闘病生活で ｢す
べてを克服した明るさ強さ｣,｢闘いぬいた末にや
っと得られたすがすがしさ｣,｢心の醜さに気づき
ゃっとすべてを肯定｣などのように幾多の問題を
乗り越えた患者の強さ･心のゆとりをもつように
なった<心の動き>を洞察している｡
次に患者の生きるたくましさに関する理解と思
われるものは表 2のとおりで,<支え,生きる姿
勢,生命力,坐-の執着,忍耐,思いやり>の内
容に分･類できた｡
<生きる姿勢>では ｢何もできないという境遇
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表 1 患者の精神面の理解 (生 きる苦悩 と思われるもの)
記 述 内 容 45件 件数 分類
･機能障害を持つ人は普通の人では考えもしない普通の日常生活のことでさえ不自由 18 苦しみ
で誰かの力を借 りなければならない大変さ,苦しみを知ることができた
･患者さんがユーモアを通さないと語れないこともあったのではないか
･大きな-ンデイを負ったらひがみを持つのは当然だと思う,しかし彼は自分をみに
くいと思いそのことに苦しんでいるo
･舌をかむのが癖になったという言葉が彼の苦悩の日々を表現しているo
･気管切開で口がきけなく,意識がはっきりしていて思っていることをいえないこと
は苦痛である (その他13)
･特別精神力が強かつた人とは思わない人間として絶望感をあじわい無力感を感じ心 5 絶望
のそこはドロドロとした思いをしていたににちがいない○
･元気に暮らしている状況を当たり前だと思い,教師という仕事を断たなければなら
ないとは思いも寄らなかっただろうo
･首から下が麻痔してしまい,ただ生きているだけという思いが頭をよぎる,自分の
生きている意味はと問いかけてみたくなるO
･身体を動かすという自由を失つたと同時に一生寝たきりで過ごすことは死を宣告さ
れるより残酷であったのではないかo
･手足が動かず感覚さえなくなったことは,運動好きで体育教師を選んだ彼にとって
はショックな出来事だったo
･病棟で患者さんの心理を把握しようと努めてきたがこんなにこころ豊かに自分を見 4 葛藤
つめたり心の葛藤があったりしているとは思わなかった
自分の受容するまでさまざまな葛藤があったo
･四肢麻痔になった直後大変な葛藤があつたと思うo
･全身機能が麻樺し動けなくなったらとっても苦しく心の中で葛藤があつたと思うo
･何度も死の危険にさらされ,からだが動かないばかりか声さえも出すことができな 2 苛立ちいそんな時の苛立ちというのはこの本を読んで感じた以上だと思うo
･すべてのことを介助してもらい生きているのがつらくなり苛立ちを覚える○
･患者はこの時まだ若 く死について考えたことはなかつたと思うそれだけに死んでし 2 孤独まうのではないかという不安は大きくどうしようもなく淋しく孤独だったのではな
いかo
･コミニュケ-シヨン手段がなければよけいに孤独感にひたる
･救急時のチューブ鼠 モニターは意識のある人には不安になる 1 不安
･彼はその恥ずかしさを顔だけでしかかばうことができない○ 2 蓋恥手も足も動かないということ 恥ず しいときも手で顔をおおうことができない涙
もふけないo
･患者の気持ちをより深く理解できた○普通の人よりも感性がするどくなっている 3 敏感な心病気になったり,障害を持つたりするとすごく敏感になってい のではないか
･患者さんにとってささいな一言が患者さんを大きく動かすことがわかった
･うれしい時には看護婦がきれいに見えるし,症状が思わしくないときには自分に対 8 心の動き
する悪口に聞こえてくる
･全身機能の麻棒で自分でなにもできないつらさ,人に頼らなければならないつらさ,
無力さ,失望感,すべてを克服した明るさ強さがある
･どんぞこに落ち,口で字が書きたいの思いで字が書けるようになる,その中で自分
自身の心の醜さに気づきゃつとすべてを肯定することができるo
･死-の恐怖,それがうすれるとコミュニケーションがとれない,体が動かないこと
への苛立ち,悲しみ,回復する人-の羨望o
･突然動けなくなったら,信じられない,目がさめたらもとにもどると思いたくなり,
そのうち状態が理解され人にあたり落ち込むそして,それでも一生懸命生きていこ
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表2 患者の精神面の理解 (生きるたくましさと思われるもの)
記 述 内 容 39件 件数 分類
･強さは家族の愛情からくるものではないだろうか家族の愛は心身が弱くなっている 14 支え
きている人に力を与えるo
･医師,看護婦,他の患者,友人なども患者の心の支えとなるo
･患者,母親の努九 忍耐,壁,ドクター,ナースその他多数の人の努九 愛に固ま
れ絶望から這い上がった
･関係者との信頼関係 .同者同士の支えあい.家族の力づよい支えがあつたからこそ
ここまで一生懸命生きてこれた
･ふさぎ込んだりひねくれてしまいそうになった時他の患者との関わりあいが人の心
を救ったo (その他 9)
･何もできないという境遇から脱皮する方法はないということを認めることから始ま 12 生きる姿勢
つた,わずかな残存機能から自己更生の道をみいだしたD
･何かを作っていくということは自分の想い,苦しみを形にすることでありそここと
で苦しみを乗り越え強くなる○
懸命に1日1日を生き明るく過ごし自然の中からいろいろなことを学び小さなこと
にでも幸せを感じているo
･障害と闘いながらその障害をもった自分をありのまま受け入れ精いっぱい生きよう
としているo
･生きることに喜びをみいだし前向きに生きようとしている○ (その他 7)
･絵や詩を通じて患者さんは多くの方と出会い生きる希望をみつけた 6 生きる希望
･どんな些細なできご~とであつても,それはその人にとってとても大きな喜びである
生きる望みにつながるo
･障害を持つたということは大きな衝撃だが,それを克服できたということはとても
大きな収穫だ
･長期の闘病生活の中でいくつものことをもて,そのすぼらしさは見る人みんなに通
じているoそれが励みとなり生きていく勇気を与えているo
･精神の葛藤ののちに星野さんは絵を描くきっかけを得る事ができ明るい-すじの道
をみつけた (その他 1)
･病院生活九年はどんなに大変か,しかし前向きに考え進んでいく精神力を持つてい 2 生命力る○
･どんな状態でも人間は必死になって生きようとしているo
･ほんとうに死が自分の間近にに迫ってきたときには死にたくない生きたいと思うの 2 生への執着だとい ことを知ったo
･人間の食欲という欲求に対する執着心が人間をかえてしまう
･四肢麻痔が起こった患者がリ-ビl)チ-シヨンを行い障害を克服していくというこ 2 忍耐とには忍耐と強い意志が必要O
･6年間もの間 ｢忍耐｣と闘い続けてきたo
･教師になったことを喜んでくれた両親に怪我の重さを告げることがどんなにつらか 1 思いやりつただろうと思う,心配をかけまいとして自分か危険な時にもかかわらず心配かけ
か ら脱皮す る方法はない とい うことを認め る｣,
｢自分の思い ･苦 しみを形にする｣,｢小 さなこと
でも幸せ を感 じる｣,｢自分･りのまま受け入れる｣
など患者の前向きを生 き方を把握 している｡ また
｢どんな状態でも人間は必死になって生 きようと
している｣ と<生命力>の理解や ｢ほんとうに死
が迫ってきた時には死にた くない生 きたいと思 う
のだ｣ と<生-の執着>についてなど人間の生に
ついて把握 している｡なかには ｢障害 を克服 して
い くとい うことには忍耐力 と強い意志｣の よう
に<忍耐>や <意志>が必要であることを実感 し
ている｡ また生 きる<希望 >を兄いだ してい く患
者の姿 を ｢絵や詩 を通 じて多 くの人 と出合い生 き
る希望 をみつけた｣,｢どんな些細なことでも大 き
な喜びに｣などと記述 している｡中には ｢自分が
危険な時でも心配 をかけまいと元気そうに話す患
者はすぼらしい｣ と患者の<思いや り>をあげて
いる｡
このように生 きられた患者は ｢患者,母親の努
力 ･忍耐 ･愛, ドクター,ナース,その他 多数の
人の努力 ･愛に囲まれ絶望の淵縁か ら這い上がっ
た｣のように周囲に人々の<支え>があったこと
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に気づいている｡
学生の感想文から患者の苦悩やたくましさ,そ
して心の動きなどが抽出できたが,これらの他に,
｢本を読み進めるにつれ星野さんの体験が自分の
ことのように思え腹を立てたり,励ましに心を暖
めたり,苛立ちを感 じたりした｣と患者の苦 しみ
を共感している｡
このような危機のたどるプロセス6)8)は,患者の
衝撃の段階 ･防衛的退行の段階 ･承認の段階 ･適
応の段階の4段階があるといわれている｡また障
害受容の過程3)はショック･回復への期待 ･悲嘆 ･
防衛 ･適応の過程があるといわれている｡学生は
患者がたどったプロセスにおいて危機時,障害時
の人の反応のしかたをこれらのモデルに沿って理
解できたと思われる｡また3週間の実習では患者
のある時期 しかみることができないが,闘病記を
読むことによって自分の受け持った患者について
も長い経過のなかで位置づけて理解することがで
きたと考える｡
2)身体面および社会面の理解
まず,身体面では表3のとおりで ｢普段何気な
く使っている手や足がどれほど大切なのもかしみ
じみ感じとった｣,｢身動きできないつらさを知っ
た｣と自由に動 く体のありがたさをあらためて理
解 しているが,中には ｢自分の体が動かせなくな
り,針を刺されても痛 くないなど想像もできない｣
と想像できない身体についてあげているoまた障
害の理解について ｢あーかわいそうだ,- ｣,｢な
にの楽しみがあって-｣や ｢私は自分の足で歩け
ない車椅子をみて気の毒にと思ったことはひとり
よがりで高慢なものだと気がついた｣など身体の
理解については学生それぞれのレベルでの理解を
深めている｡
奥富9)は医療系学生の障害に対するイメージは
｢悲しい｣,｢苦しい｣など全体的に否定的である
と述べ,障害者との関わりの有無による違いを認
めている｡学生は障害者を身ぢかに感じたり,自
らが関わる機会が少ないため,本によるイメージ
化の教育も必要な面であろうO
患者の社会面の理解については表4のとおりで
｢絵を措 き詩を善 くという生 き方を見つけだし
た｣,｢書けるようになったのは彼を支えている環
境｣のように社会の中での生きがい ･役割を見つ
けた患者を捉えたり,その人的環境について学生
と患者の関わりの位置の理解 も深めている｡また,
障害者の長い人生の中での関わり方をみつめ り,
さらにもっと広 く捉え ｢障害者への社会の目のき
びしき ｣,｢社会の暖かい理解の必要性｣について
もあげている｡
表3 患者の身体面の理解
記 述 内 容 11件
今,自分の手も足も体も動かなくなり針を刺されても痛くない,ひっぱたかれても
痛くないなど想像もできない｡
気管切開した時,言葉が出ないというよりは身動きできないというつらさの方がし
んどいことを知った｡
からだを動かせないことはつらいことだと思う｡
体を動かさないのでなく動かせなかったのであろう｡
許されるのはしゃべること,食べること,ほんとうに限られたことしかない｡
日頃,当然のようにしていることがとても大きな意味をもっていてできなくなると
いうことがいかに生きているうえで障害になるかということを知った｡
身体の機能を失った患者をみて｢あー かわいそうだ,私は自由に動けてありがたい｣
と同情の目でみるだけだった
私は自分の足で歩けない車椅子の人を見て気の毒にと思ったことはひとりよがりで
高慢なものだったと気がついた
私は障害者をみて見ぬふりをしてきた自分の態度を思い直すことを学んだ
ごく普通に動かしている指,辛,足,全身が実はすごくありがたいものなんだと改
めて感じる
普段何気なく優っている手や足がどれほど大切なものかしみじみと感じとりました
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表4 患者の社会面の理解
記 述 内 容 13件
自分が自由がきくぶんだけ ｢なんの楽しみがあって-｣といった思いがするのは感
情が鈍麻しているのか
首から上しか動かないので最初は食べて出すだけの人間だとしか思っていなかった
が絵を画 くことができるようになった
四肢麻痔になり人の介助なしでは生活できなくなったが,絵を書き詩を善くという
生き方を見つけだした｡
自分の思うままを書けるようになったのは本人の努力と彼を支えている環境が導い
た｡
肉体的に不自由を除けば私達と変わらない｡むしろ精神面において自由であるかも
しれない
心身障害者でも (本の出版,絵を画く)患者さんは生きている
重度障害であろうが,片足なかろうがその人は生きているのだ
長期の闘病生活の中でいくつものことを持てそのすぼらしさは見る人みんなに通じ
ているそれが生きていく励みとなり生きていく勇気を与えている
障害を負った人も残存機能をいかしできることを見つけていければ社会の一月とし
ての役割がある
社会の障害者に対する目がまだまだ厳しい｡
身体障害者に対し世の中は冷たい社会が暖かく理解を示し共有できればいい
障害者が希望をもって生きていけるような社会に早 くなればよいと思う
家族のいない障害者でも少しでもその人らしく生きられる施設ができればいい
表5 患者援助についての理解
記 述 内 容 23件 件数 分類
･患者さんが語りかけに返答する手段がないのだからよけい苦痛と思いこんで話しか 5 言葉がけ
けるこれは間違いと分かった
･言葉がけ,手助けすることで患者さんにとってうれしい事か逆に傷つける事なのか
が分かった
にと 看護者の一言がとても大切な役割を果たすことになるのだなと思い
ました
･反応がなくても語りかけることは大切であるこの本によってコミュニケーションに
ついてあらためて考えた
･緊急時にも処置だけでなく一言でも声がけをしコミュニケーションをとることが大切
･動けなくても残存機能を生かして趣味や興味を広げていくことが大切である(他 5) 7 機能の拡大機能を失ったことに対しなぐさめることも大切ですが,残された機能を使って何か
ができるということを分かってもらうことも大切であるo
t病院にはあらゆる立場の人がいてそれぞれ役割を持っているその人の役割に応じて 3 チームワーク
力になるみんなで患者さんを囲んでいけるとすぼらしい
･やさしく,そしてしっかりと見守った家族,周囲の人々,医療チームによって一人
の人を成長させる事ができる
･星野さんをとりまく人々,環境,社会の影響は大きかつたにちがいない私達はその
環境を作っていく必要があるのではないか
･星野さんはきっかけを得て一筋の道を見つけた私たちの仕事はそのきっかけを得ら 2 きっかけれるよう介助 一援助することなのだろう
･どんな小さなことでもいい何かきっかけを作る事ができればいいそのためには患者
の性格,症状の観察をおこたらないこと,患者を知る事が大切だと思いました
･患者を強くするものは何か考えだしたり,作っていくということもある 6 その他
･患者が熱心にそきること,人に認めてもらうことを一緒に考え,ア ドバイスする事
により自分は一人ではないと思い闘病意欲がおきるo
･私達は患者の家族をも含めた看護を行っていかなくてはならない
･患者さんの意志伝達に際して経験あるプロの側からもつとよい方向に持っていける
援助があれがよい
･患者さんへの対応の仕方を考えさせられた
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学生はこのように患者が人の社会の中で愛され
尊重され,口で絵を描き詩を善くという生き方を
みいだし自分らしさを発揮できたことを理解でき
た｡このことは人間の欲求の5段階10)である生理
的ニー ド･安全 のニー ド･愛 と所属 ･自尊心 ･自
己実現のうちの高次のニー ドである自己実現した
患者を知ったことになる｡そして社会の中で生き
る患者のニー ドに対する援助過程の理解につなげ
たと考える｡
2.機能障害の患者援助についての理解
患者援助については表5のとおり,｢動けなくて
も残存機能の生かして趣味 ･興味を広げる｣,｢残
された機能を使って何かができること･･｣の機能
拡大の援助が多くあげている｡次に ｢反応がなく
ても語 りかけることは大切｣,｢言葉がけが患者に
とってうれしいことか逆に傷つける-｣のように
言葉がけの難しさについての理解があげている｡
また,｢何かきっかけづ くり｣や ｢チームワー
ク｣,｢環境づ くり｣,｢家族を含めた援助｣の大切
さの理解,なかには ｢意志伝達に際する経験ある
プロ側からの援助｣をあげている｡このように患
者の残された機能を生かせる援助,そしてそのた
めの働きかけや環境づ くりについて理解を深めて
いる｡またその過程での家族の大切さについて多
くの学生が気づいていた｡
今回の本では障害をもつこの患者が更生するた
めの環境はかなりいい人的琴境の中での回復であ
り, リ-ビ1)チ-ションの重要性やその過程での
援助の理解につながったと考える｡しかし,その
実践において,障害者への動機づけの失敗などの
困難な面は理解できにくい｡
3.看護 の姿勢
看護の姿勢については表 6のとおり,｢患者を分
かろうと努力- ｣｢いたみを知ろうとする努力-｣
表6 学生の看護に対する姿勢
記 述 内 容 件数 分類
･患者の性格とか症状の観察を怠らないことと患者を知ること 8 患者を知る
･今実習している患者のことばにできない苦しみを理解できているか疑問もつともつ
と患者の立場に立ってものをみていかなければいけない
･患者を分かろうとして努力し続けていくことの大切さが分かり意識していきたい
･動けないことはストレスその痛みはその人にしか分からないケアする立場にある人
はいたみを知ろうとする努力が必要である
この文章に書 れてない心の文章を看護者は理解しなければいけない
･愛深さ淵よりを素直に感動し読み終えた私の中に少しでも障害者の気持ちに近づけ
る心がもてていれば良いと思う
･患者さんにとって自然に感じることがとても重要に思えてきました今以上に患者の
気持ちを考えて看護していけたらと思います
･自分が実際にこうした体験ができるわけではないこうしたことを記録でよんだりし
て知ることが大切なのではないか
･私は患者さんにとり忘れない一言がいえる,また忘れない援助ができるそうありた ll 看護への思い
し1
･患者さんが感動するものは何かを忘れず考えていこうと思いました
･こんなふうに人の心の支えになれるだけの人間になりたいとおもった
･私も看護学生という役割で少しでも患者さんの力になれたら良いと思う
･星野さんのような重症の人に出会ったら自分にできる精一杯のことを心をこめてい
こう看護しているのだと思いたい
･工夫して何かきっかけを作ってあげることができればいいなあ
･この本を読んで思ったことをいつもJLtにおいて患者さんと接して生きたい
･学生が何気なく言った一言が患者に希望 .不安 .恐怖を与えることを知 り責任をも
たないといけない
･同情ではなく生きている同じ人間として共感し援助する人される人ではなく生きて
いる事のすぼらしさ.大切さを分かちあっていける人間になれたらと切実に思う
･家族と連絡をとりあい,福祉の面においても専門家に相談したり患者中心に大きな
きな看護がしていけたらと思う
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｢もっと患者の立場に立って-｣｢患者 さんが感動
するものはなにか｣など患者理解 を深めようとす
る姿勢がいちばん多 く,次に ｢忘れられない援助
を- ｣｢患者さんの力に- ｣｢星野さんのような人
に出会 ったら心 をこめて-｣などこれか らの患者
への学生の思いがでている｡教育上このような看
護の姿勢をは ぐくむことは重要である11)が実際上
困難な面 もある｡ しか し読書を通 じて学生 自身の
中で暖かい気持ちがより強 く育てられている｡こ
の他にも,｢患者中心に｣,｢共感 し｣,｢責任 を持ち｣
などの看護 してい く上での重要な姿勢が認め られ
る｡
4.自己の課題
学生 自身の課題については表 7の とお り,｢大切
に生 きる｣,｢素直に生 きる｣,｢人間らしく生 きる
とは｣,｢生 きることの意味は｣,｢生 きるのは義務｣
など学生は,生 きることに関す る課題について多
くあげてお り,学生 自身が生 きるということにつ
いて追求する機会になっている｡｢努力すれば花開
く｣,｢素直な心 ･感 じる心｣ と現在の自己の反省
もみられる｡ また学生は表 8のその他にあげてい
るように,この本に対す る愛着を感 じた り,読書
する気持ちを高めていた り,看護の道 を選んだ喜
びに繋なげている学生がいたことは教育的上良い
効果である｡
表7 自己の課題
記 述 内 容
これからの人生素直に生きていこうと思う
人間が人間らしく生きていくとはどういうことなのかもう一度考えて見たい
元気でいられること生きることをしっかり考えてみるべきだ
自分が生きることに意味を兄いだすことが大切
この本を読み終えて自分の1日が何となく過ぎていることが多いのではないかと思
う人間は生きることが大切であり,生きる権利があるのではなく義務なのだ
この本をを読み終わって前向きに生きられるかもしれないと思いました人間にとっ
て生きるのは義務だと思った
いつも一生懸命に大切に生きていこう
何事も努力すれば花開くのに自分は努力せずあきらめている自分が恥ずかしく思え
てきました何か打ち込めることはないだろうかと考えています
人間やればできる何事も努力すれば花開く
患者の言動から学ぶことも多いと思う素直な心 ･感じる心を豊かにしたい
私も福祉の心ではないけれど優しい心,人を理解する心をもった人間になりたいと
思いました
表8 その他の記述内容
記 述 内 容
本を読みすすめるにつれ星野さんの体験が自分のことのように思え腹を立てたり,
励ましに心を暖めたり,苛立ちを感じたりした
この人のように本当の強さを持った人間になりたいと思い自己嫌悪に陥ったとき,
落ち込んだとき折りにふれ本を読み返すようになった
久しぶりに本を読み読む前は退屈だったが一気に読めたしこれを機会に暇があれば
色々な本を読んでいきたいと思った
自分が生きていく上でも心のすみにおいていたいと思う
汚いこと,恐ろしいこと,様々ないやなことがまるで嘘みたいに遠のいていきます
この本はわたしの宝のものです
私は将来看護婦になる上でこういう本に出合えたのをとても幸せだと思う
この本を読み終わると心のなかになんとも言えないものがわき起こってきたわたし
は看護婦の道を選び人間に命に関わっていることを本当にうれしいと思った
生きるということは生きられるということはとてもすぼらしい事なんだという当た
り前とと思っていた事が言葉としてでなく心の中から感じられた
私はここに入学して色々のことを学んできたが,人が自分で自分のことをすること
ができるという当たり前にしていることがとても大切なのだとはじめて知った
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結 語
今回,身体の機能に障害がある患者の看護につ
いての学生の理解内容を知るため,闘病記の読後
感想文からの分析を行った｡学生は患者の体験記
を通じて追体験しながら人間の心の動きを知り,
援助についての配慮を理解していた｡さらに人が
生きることについての認識をあらたにしていた｡
また著者と自分が受け持っている患者を重ねな
がら自分の看護も振り返り,工夫もみられた｡看
護教育において学生の視野を広げたり,想像力を
豊かにすることができるような援助は重要であり,
今回のように実習中の読書を通じて実習指導をし
ていくことは短い実習をより有効な実習にするこ
とができると考える｡しかし,学生を個人的にみ
るとかなり差異があり,読書感をもとにカンファ
レンス等行えばさらに教育効果は上がるであろう｡
また実習にどのように結びついているかについて
の検討も今後の課題である｡
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